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もういいかい

火を消すまでは

まあだだよ

まとn

辰野町総合防災訓練の様子

挨

平
成
二
十
七
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
三
区
の
皆
様
に
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
三
区
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
皆
様
の
日
頃
の
心
が
け
に

よ
り
管
内
に
お
い
て
大
き
な
火
災
や
災
害
の
発
生
も
な
く
平
穏
な

一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま

す
。
ま
た
、
沢
底
区
に
お
い
て
は
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

分
団
と
し
て
も
様
々
な
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
区
民
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
消
防
団
と
し
て
予
防
活
動
に

一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
引
き
続
き
予
防
活
動

へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
上
伊
那
地
域
の
消
防
署
は
消
防
組
織
広
域
化
に
伴

い
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
、
現
在
の
伊
那
消
防
組
合
（１
市
２
町

１
村
）と
伊
南
行
政
組
合
（１
市
１
町
２
村
）が
統
合
し
、
上
伊
那

広
域
消
防
（２
市
３
町
３
村
）と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
元

密
着
で
あ
る
消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
昨
年
は
県
内
に
お
い
て
も
台
風
に
よ
る
南
木
曽
土
石

流
災
害
、
御
岳
山
噴
火
、
長
野
県
北
部
地
震
と
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
と
し
て
地
元
を
守
る
べ
く
訓
練
を

通
じ
て
知
識
向
上
、
技
能
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、
区
民
の
皆
様

と
の
協
力
体
制
を
よ
り
強
固
に
し
て
火
災
や
災
害
に
備
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
昨
年
同
様
に
消
防
団
活
動

へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結
び
に
三
区
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
区
民
の
皆
様
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
本
年
が
災
害
の
な
い
穏

や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

拶分

中 団
谷 長
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絋動紹介
分団では消火や水害訓練の他にも救急救護訓練なども実施して

います。こうした事態にも対応できる技能を身に付けています。

／
醸で
、

ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

ポンプ車操法の部
町大会 6位

小型ポンプ操法の部
町大会 4位

ラッパ吹奏の部

町大会 7位

新入団員紹介 中村 舞衣子 (2部 赤羽区)
消防団に入団して始めは朝早くの訂|1練など慣れないことが多くて大変でした。

でも、訓練を通じて消防団としてのあるべき姿を勉強することができました。

有事の際には、地域の方の力になりたいです。

中村 唯 (2部 赤羽区)
消防団に入って朝早くからの訓練などついていくのが大変でした。訓練などの

時に先輩団員の方や今まで関わることの少なかった地域の方に応援などの声を

掛けてもらったりしてたくさん励まされました。これから、有事の際には地域
の力になれれば良いと思います。

松下 真大 (2部 赤羽区)

消防団鯛:士二部 ,

消防団の活動つて
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消防団の活動は消火だけではありません。

実際にどのような所で活躍しているのか、どのよう

な役害」を持った組織なのかをご紹介します。

消防団は、消防本部や消防署と同様、消防組織法に

基づき、それぞれの市町村に設置される消防機関。

地域における消防防災のリーダーとして、平常時・

非常時を問わずその地域に密着し、住民の安心と安

全を守るという重要な役害」を担います。

また、近年は、女性の消防団への参加も増加 してお

り、特に一人暮らし高齢者宅への防災訪間、応急手

当の普及指導などにおいて活躍しています。
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jH砧は消火、救亀など国民を災宙から守ることを饉鮪とし、市町村が責任を構つて実施することにな,ていまt
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